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１９４５年の日本の植民地支配からの解放以降、在日朝鮮人への差別撤廃、その社会的地位向上を

めざしたさまざまな社会運動が展開された。それらの運動において、在日朝鮮人にとっての「祖国

」や「民族」はどのように表象されてきたか。 

また、在日朝鮮人は日本人とは異なる存在として、いかに表象され、それらのなにが変わり、なに

が変わらなかったのか。 

本年に出版された『在日朝鮮人アイデンティティの変容「民族」の想像/創造』の内容をもとにし

て、「主体」としての在日朝鮮人とその自己像（アイデンティティ）のありようの変化について 

考えていきたい。 
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